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A 160 乾 パ ン 食 の受 容 性 に つ い て

女 子 栄 養 大 栄養　 ○ 松 田 康 子　 松 本 伸 子

食　物　81

目 的　 地 震 等 の 災 害 時 に*3    け る 工 学 的 面 か ら の 研 究 は 盛 ん で あ る が 、 食 糧 面 に*3 け る 研

究 は 、 非 常 に 立 遅 れ た 現 状 に あ る 。 非 常 食に つ い て の 必 要 条 件は 、 厳 に 栄 養的 な 充 足 だ け

で な く 、 衛 生 的 ・ 経 済 的 面 から の 検 討 に 加 え て 、し 好 的 な 配 慮も 欠 か せな!/■>   も の と 思 わ れ

る 。 そ こ で 現 在 、 非 常 用 備 蓄 食 糧 の 主 体と な っ て い る 乾 パ ン 、 か ん づ め を 中 心 に 、 そ れ 等

を 実 際 に 試 食 し な が ら 、 望 まし い 非 常 食 のあ り 方 に つ い て 、 身 体 の 生 理的 な 変 化 も 含 め て･

乾 パン 食 の 受 容 性 に つ い て 検 討 し た 。

方 法　 調 理 の た め の 熱 源 、飲 用Ji(外 の 水 は 使 え な い こ と を 前 提と し て 、 乾 パ ンと 水 （ 水

グ ル ープ) 、 乾 パ ン と 水 と 野 菜 ジ ュ- ス(  ジ ュ- ス グ ル ープ ） 、 乾パ ン と 水と 牛 乳 （牛 乳

ク ル ープ ） の 食 事 を2 日 体 験し 、 そ の 間 の 食 品 の 喫 食 量、 体 重 の変 化 、 及 び 生 活 時 間 を 記

録 し た 。 対 象 者 は ／S～ss　 歳 の 女 性 で 各 グ ル ープ/^ 名 。 実 施 時H は ／9 S ￥年の冬 期(- ／。砿～

/'.ぷ・c ） 、 春 秋 期(  /ぶ・タ～22. ぶ゜C   ） 、 夏 期 （2 μ｡/ ～3り。 °̂c  ）。

結 果　 実験 経 続 日 数 に つ い て は 、a 日 以 上 が 、 春 秋 、 冬 で は ぷ～／0名 であ っ た が 、 夏 期

は｡2 名 に す ぎ な か っ た 。 体 重 の 変 化 に つ い て は 、 水 グ ル ープ は ー／･｡Z) ／。お''^、 ジ ュ ー ス

グ ル ープ は －I-｡XI-～－χ硲''≪、 牛 乳 グ ル ープ は ー/.硲 ― ぶぷu''*で ジ ュ ー ス グ ル ープ が 最 も 少 な か

っ た 。 一 方 食 品 の 喫 食 量 に つ い て は 、 乾 パ ン で は 、 水 グ ル ープ ／ぶ／～23  ぷ 、̂ ジ ュ ー ス グ ル

-  プ ／g μ～3 θ3^　 、 牛 乳 グ ル ープ2 ／μ～2 よμ≪ で 、 ジ ュ ー ス グ ル ープ が 最 も 喫 食し や す い

こ と が わか っ た 。 氷 砂 糖 お よ び ジ ュ ー ス 、 牛 乳 に つ い て も 同 様 の 結 果 で あ っ た 。 実 験 経 続

期 間 中 に 喫 食し た く な る も の に つ い て は 、。季 節 に ょ っ そ 、 そ れ ぞ れ特 徴 が みら れ た 。
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安国寺における精進料理についての一考察

広島女学院大短大　 ○ 和泉公美子　 暁の星栄養専門　 松本史子

広島大教育　　 三 戸　 昭

目的　　正常な精一神を養う正常な肉体は、正常な食生活によって維持さ れ、そのためには精神面と食物の

バランスが大切であることについて実験動物を 使って実験し 報告し た。

今回は精神面と食物の関連性を食物のー から考えることを目的とし、そのためには精進料理が最適と考

えた。精進料理の原点は料理を作ること自体を修業とし 、心で食る紅理を作ることとし ている。そこで安

国寺で行なわれている、寺独特といえる精進料理を例にとり、脳・神経系およびホルモ､ン系が体内の代謝

機構に参●するという実験にもと ずき考察を行なった。

方法　 臨済宗妙心寺派安国寺（ 広島県福山市耶町 ）において行なわれてい る精進料理を、広島大学栄
へ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　`

養 学教室における15 年間の精神修養会において用いられた、元 旦料理を中心に、作る側と食る側に与えられ

る内容の検討、さらには作り方、材料、器について具体的に検討した。

結果　 精進料理は仏教において食事をとり健康な肉体を保つことは悟りに向って精神修業にはげむため

であり、食雁すること は精進菩提と心がけなければならないとされている。ここ数年商業ペースに乗ったと

もとられる精神料理は多く みられるが、安国寺においては精神修養が申心であり、本来の禅宗の修業の精神

を重点にして考えら れ。料理は修養中に出される方法がとら れている。食る側と作る側の両者への配慮iflfs.

さ れ 、食る側へは食前・食中・食後の僧侶の講話による適度な緊張感がもたらされる。作る側は室の配慮

時間そして材料･ 器 の配慮などが行なわれている。

庸・神m 系 そしてホルモン系が代謝機構に影響を与えるという結果 から精進料理は精神面と食生活面を

考える上に重要な示唆を与えるものとし てとら えた。


